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令和元年度 決算特別委員会

会議録（第１号）

１．招集年月日 令和元年９月１１日

２．招集の場所 熊野町役場 ４階 第１委員会室

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

３．出席議員（１６名）

委員長 山 野 千佳子 副委員長 中 島 数 宜

委員 水 原 耕 一 委員 福垣内 邦 治

委員 光 本 一 也 委員 尺 田 耕 平

委員 竹 爪 憲 吾 委員 諏訪本 光

委員 沖 田 ゆかり 委員 片 川 学

委員 時 光 良 造 委員 民 法 正 則

委員 荒 瀧 穂 積 委員 山 吹 富 邦

委員 中 原 裕 侑 委員 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．欠席議員（なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．事務局出席 議会事務局長 西 村 隆 雄

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明員

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 光 治 夫

民 生 部 長 時 光 良 弘

建 設 部 長 沖 田 浩

建設部技術担当部長 林 武 史

教 育 部 長 横 山 大 治
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総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

財 務 課 長 桐 木 和 義

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．協議事項

付託された「認定第１号 平成３０年度熊野町各会計歳入歳出決算認定」、「認定第

２号 平成３０年度熊野町上水道事業会計決算認定」について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．内容

（開会 １３時２６分）

○委員長（山野） それでは、ちょっと時間も早いんですけれども、皆さんおそろいなの

で。皆さん、こんにちは。

決算特別委員長に指名されました山野でございます。本会議で付託されました決算認

定についてこれから審査を行いたいと思います。本委員会が円滑に進むよう議事進行

に努めてまいりますので、皆様方の御協力をよろしくお願いいたします。座らせてい

ただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○事務局長（西村） 済みません、ありがとうございます。

それでは、開会前に配付物の説明をさせていただきます。まず、お手元のほうに令和

元年決算特別委員会審査方法、それから建設部、水道部からですけども、平成３０年

度主要事業の参考資料ということでお配りさせていただいております。御確認いただ

きたいと思います。よろしいでしょうか。

配付物の説明は以上です。

それでは、委員長、お願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ただいまの出席委員は１６名です。定足数に達しておりますので、た

だいまから決算特別委員会を開会いたします。

本委員会に付託されました「認定第１号、平成３０年度熊野町各会計歳入歳出決算認

定について」、及び「認定第２号、平成３０年度熊野町上水道事業会計決算認定につ

いて」を議題といたします。

初めに審査の手順ですが、お配りしております令和元年決算特別委員会審査方法に基
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づいて行うことといたします。まず、一般会計と各特別会計の決算全般における概要

について副町長から、上水道事業会計決算における概要については建設部長から説明

を受けたいと思います。次に、各部門ごとの主要事業について、各担当部長から説明

を受けた後に、各会計書類の閲覧時間を設けたいと思います。この閲覧時間の際に

個々で質問していただければよいと思います。最後に部門ごとに総括質疑を行い、委

員会としての意見をまとめたいと思います。

以上のような流れで審査を行っていきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

○委員長（山野） ありがとうございます。異議がないようですので、早速審査に入りた

いと思います。

平成３０年度各会計歳入歳出決算書は事前にお配りしております。それでは、副町長

から決算書の概要についての説明をお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） それでは、平成３０年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算につ

きまして、その概要を説明させていただきたいと思います。

決算書１ページのほうをお開きいただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） どうぞ座ってください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） 立ってやらせてもらいます。済みません、ありがとうございます。

それでは、決算書１ページの「財産に関する調書」をごらんいただきたいと思います。

まず、平成３０年度末の公有財産の状況について御説明いたします。一番下の行をご

らんください。土地につきましては、前年度に比べ２４.９５平方メートルの増加で、

全体では１４０万７９０.５平方メートルとなっております。建物につきましては、木

造が１６.８７平方メートル減少いたしまして、非木造が０.８８平方メートル減少し、

全体では、下段の右側となりますが、８万８３４.１３平方メートルとなっております。

次に、増減の内容につきまして御説明させていただきますので、３ページのほうをご

らんいただきたいと思います。

上段の行政財産の土地では、「その他の行政機関」の「その他の施設」におきまして、

用悪水路を出来庭及び初神地区で計３筆の寄附受納を行ったことによる面積増により、
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２４.９５平方メートルの増となっております。

行政財産の建物では、「木造」におきまして、「公共用財産」の「公営住宅」で、町

営城之堀住宅を１棟用途廃止し取り壊したことにより３１.４５平方メートルの減、

「その他の施設」では、くまの・みらい交流館東屋の計上漏れによる１４.５８平方メ

ートルの増、「非木造」、「公共用財産」、「その他の施設」におきましても、くま

の・みらい交流館の屋根部分が当初設計からの変更が反映されていなかったことによ

る０.８８平方メートルの減となっており、建物全体で１７.７５平方メートル減少し

ております。

次に、下段の普通財産についてですが、土地・建物ともに平成３０年度中の増減はご

ざいません。

続きまして、５ページをごらんいただきたいと思います。（２）の「出資による権

利」につきましては、前年度から変更がなく、１億８２２万６,０００円となっており

ます。

２の「物品（公用車）」ですが、全て軽貨物車での増減で、３台増加、２台減少でご

ざいます。内訳といたしましては、２台は買いかえ、１台は寄附受納により取得して

おります。全体では前年度末から１台増加し、決算年度末現在の保有台数は６５台と

なっております。

次に、一般会計及び各特別会計の決算につきましては、各会計の全体像として、決算

額、収支、歳入における不納欠損額及び収入未済額、歳出における不用額について、

説明させていただきます。

６ページの黄色い紙をごらんください。平成３０年度一般会計歳入歳出決算につきま

しては、歳入歳出予算額がそれぞれ１０７億６,２３３万１,０００円に対し、歳入決

算額が９７億５,８４１万５,９８６円、歳出決算額が９４億９,４８７万４,４５６円

で、歳入歳出差引残高は２億６,３５４万１,５３０円となっております。

８ページをごらんください。実質収支でございますが、３の歳入歳出差引額から、４

の（１）継続費逓次繰越額２４３万１,２００円と（２）繰越明許費繰越額１億２,４

１１万３,０００円を翌年度へ繰り越すべき財源として差し引いた１億３,６９９万７,

３３０円となっております。なお、継続費逓次繰越額及び繰越明許費繰越額は、６月

の令和元年第４回熊野町議会定例会において御報告いたしました繰越計算書の掲載事

業である「防災行政無線デジタル化事業」、「小・中学校大規模改造事業」、「各種



－5－

災害復旧事業」などに係る財源となっております。

次に、一般会計の歳入ですが、９ページから１４ページに款及び項ごとの決算状況を、

２１ページから６０ページに目及び節ごとの決算状況を取りまとめております。この

中で、不納欠損額及び収入未済額の概要について、説明をさせていただきます。

１０ページのほうをごらんください。不納欠損額につきましては、１款町税では５３

８万５,２２６円、１１款分担金及び負担金では３万４,０００円、歳入合計で５４１

万９,２２６円を不納欠損としております。また、隣の行の収入未済額は、一般会計全

体で３億５,４６７万１,４７８円となっております。これは１４ページの一番下の欄

になります。失礼いたしました。

収入未済額につきましては、平成２９年度決算の１億１,２６８万９,９１６円と比較

しても大幅な増となっております。主な要因といたしましては、例年、収入未済額は

未徴収となった町税が大半を占めていましたが、平成３０年度は翌年度への繰り越し

事業が多く、国庫支出金などで補助決定は受けたものの、実際の収入は事業が完了す

る翌年度となるため、平成３０年度の決算時点では収入未済額として多く計上されて

おります。なお、平成３０年度の町税の徴収率は９６.２％で、前年度の９６.０％と

比べて０.２％増加をしております。

次に、歳出ですが、１５ページから１８ページに款及び項ごとの決算状況を、６１ペ

ージから１３２ページに目及び節ごとの決算状況を取りまとめております。この中で、

不用額について説明させていただきます。

毎年度、予算編成に当たっては、事務事業の精査を行い、適切な予算の計上に努める

とともに、不用となる経費については補正予算で減額しております。しかしながら、

災害廃棄物処理等の災害関連事業や医療費等に係る特別会計繰出金などについては的

確な見通しの把握が難しく、不用額が発生する場合がございます。こうしたことから、

平成３０年度は、１８ページのほうをお願いいたします。１８ページの一番下の合計

欄にありますように、４億９,０５９万６,３４４円が不用額となっております。

次に、１３６ページのほうをお願いいたします。大分飛びます。国民健康保険事業特

別会計のほうへ移らせていただきたいと思います。中ほどに黄色い紙で１３６ページ

となっておりますが、こちらのほうに進みます。

国民健康保険事業特別会計の歳入歳出決算について説明をさせていただきます。歳入

歳出予算額がそれぞれ２７億８,４０３万５,０００円に対し、歳入決算額が２７億７,
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９２５万８,２４３円、歳出決算額が２７億２,７８８万８,２３１円で、歳入歳出差引

残高は５,１３７万１２円となっております。

１３８ページのほうをごらんください。繰り越すべき財源はありませんので、５の実

質収支額も５,１３７万１２円となっております。

次に１３５ページをお願いいたします。失礼いたしました、１３９ページをお願いい

たします。１３９ページの歳入ですが、１款の国民健康保険税におきまして、不納欠

損額が６０３万１,８０１円、収入未済額が８,３７６万２,０２３円、８款諸収入にお

きまして、保険者からの返納金に係る収入未済額が３４万１,３８７円となっておりま

す。

続いて１４１ページをお願いいたします。１４１ページからの歳出につきましては、

下段の合計において、不用額が５,６１４万６,７６９円となっており、その主な内容

は、２款保険給付費の不用額が４,５６３万８,２１７円、７款予備費の不用額が９１

０万円となっております。

次にまた飛びまして、また黄色い紙を、次の黄色い紙のところへ行っていただきます。

１６２ページのほうをお願いいたします。

公共下水道事業特別会計の歳入歳出決算について、説明をさせていただきます。歳入

歳出予算額がそれぞれ８億１,５４３万４,０００円に対し、歳入決算額、歳出決算額

ともに８億６０９万１,６０６円で、歳入歳出差引残高は０円となっております。

１６４ページをごらんください。繰り越すべき財源はありませんので、５の実質収支

額も０円となっております。

次に、１６５ページの歳入ですが、１款分担金及び負担金で不納欠損額が７万５,０

００円、収入未済額が４７万２,９００円、２款使用料及び手数料で不納欠損額が４０

万６７０円、収入未済額が７０２万２,９１１円となっております。

１６７ページのほうをお願いいたします。１６７ページの歳出につきましては、歳出

合計の不用額が９３４万２,３９４円となっており、その主な内容は、流域下水道維持

管理負担金の精算などにより、１款総務費２３５万８,５１６円。済みません、３５３

万ですね、３５３万８,５１６円。失礼いたしました。工事の執行残などにより、２款

事業費４６４万２,１８７円でございます。

次に、また飛びまして黄色いところで１８０ページになります。１８０ページのほう

をごらんください。
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後期高齢者医療特別会計の歳入歳出決算について、説明をさせていただきます。歳入

歳出予算額がそれぞれ７億１,４８０万７,０００円に対し、歳入決算額が７億２,３３

０万５８８円、歳出決算額が７億１,１７６万９,０５６円で、歳入歳出差引残高は１,

１５３万１,５３２円となっております。

１８２ページをごらんください。繰り越すべき財源はありませんので、５の実質収支

額も１,１５３万１,５３２円となっております。

次の１８３ページをお願いします。１８３ページの歳入ですが、１款の後期高齢者医

療保険料におきまして、収入未済額が１７０万８,７３９円となっております。

１８５ページをお願いいたします。１８５ページの歳出につきましては、歳出合計に

おける不用額が３０３万７,９４４円となっており、その主な内容は、後期高齢者医療

広域連合納付金２４７万８,５２０円でございます。

また次の黄色いところまで移っていただきます。１９６ページになります。

介護保険特別会計の歳入歳出決算について説明させていただきます。歳入歳出予算額

がそれぞれ２２億１,３８９万６,０００円に対し、歳入決算額が２２億１,９７６万１,

１２５円、歳出決算額が２１億５,７７２万９,８６８円で、歳入歳出差引残高は６,２

０３万１,２５７円となっております。

１９８ページをごらんください。繰り越すべき財源はありませんので、５の実質収支

額も、６,２０３万１,２５７円となっております。

次に、歳入及び歳出についてですが、介護保険特別会計は保険事業勘定、介護サービ

ス事業勘定の２つの勘定に分かれておりますので、それぞれ説明をさせていただきま

す。

まず、保険事業勘定について説明させていただきます。２０１ページをごらんくださ

い。２０１ページの歳入ですが、１款保険料におきまして、不納欠損額が２０４万４,

２１１円、収入未済額が８４０万５,００３円となっております。

２０３ページの歳出につきましては、２０３ページのほうをお願いいたします。歳出

合計の不用額が５,５８４万２，６５２円となっており、その主な内容は、２款の保険

給付費４,９０２万２,７３３円でございます。

次に、介護サービス事業勘定について説明させていただきます。２０７ページをお願

いいたします。歳入ですが、介護サービス事業勘定は、全ての歳入が公費で賄われて

おりますので、不納欠損額、収入未済額ともございません。
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次に、２０９ページの歳出について説明させていただきます。２０９ページの歳出に

つきましては、事業費の不用額が３２万３,４８０円となっております。

以上が、一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の概要でございます。

次に、平成３０年度の基金の運用状況について説明させていただきます。２４４ペー

ジまでお進みいただきたいと思います。基金財産につきましては、出納整理期間の適

用はありませんが、各会計と同様に、出納整理期間における増減を含む金額で説明を

させていただきます。

１の土地開発基金ですが、１）の預金では、筆の里工房周辺整備事業に係る積み増し

により５,０００万円を収入し、町民グラウンド付近に整備を予定しております緑地公

園整備事業用地を一部購入したことにより１,８１５万４,７５０円を支出し、基金残

高は２億５,９００万９,０６２円となっております。２）の土地についてでございま

すが、７,２６１平方メートルの増となっております。

２の財政調整基金につきましては、下から２つの行の値の和となりますが、利子を含

め３,７２１万１,３３５円の積み立てを行い、一般会計へ１億５,０００万円を取り崩

した結果、基金残高は１４億１,２６３万２,５２９円となっております。

３の筆の里づくり基金につきましては、これも下２行分の和ですが、災害支援金など

１億３,１３７万２,８６４円の積み立てを行い、一般会計へ８,９４７万３,０００円

を取り崩した結果、基金残高は３億１,５０４万１,９７８円となっております。町制

施行１００周年関連事業や協働のまちづくりに関する事業などの財源として運用した

ものでございます。

２４５ページをお願いいたします。４の減債基金につきましては、利子４万３,４３

８円の積み立てを行い、一般会計へ７６１万９,０００円を取り崩した結果、基金残高

は４,２６１万９,４５５円となっております。公共下水道事業特別会計で行いました

繰り上げ償還の財源として運用したものでございます。

５の地域福祉基金につきましては、利子４万１,９４２円の積み立てを行い、一般会

計へ１,０７８万９,０００円を取り崩した結果、基金残高は１億７,０５１万７,６６

２円となっております。生活福祉交通「おでかけ号」運行事業の財源として運用した

ものでございます。

２４６ページ、８の公共施設等整備基金につきましては、下２行分の和ですが、利子

を含め７２４万１,１８２円の積み立てを行い、一般会計へ１億３,６５５万８,０００
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円取り崩した結果、基金残高は４億１,８７４万９,８５４円となっております。筆の

里工房改修事業や災害復旧事業などの財源として運用したものでございます。

９の国民健康保険財政調整基金につきましては、９,０００万円の積み立てを行った

結果、基金残高は１億２,５７４万７,７４９円となっております。

１０の介護給付費準備基金につきましては、９,３６２万８,０００円の積み立てを行

った結果、基金残高は６億１,６５９万３,８８９円となっております。

その他の基金につきましては、移動がないものや、利息の積み立てのみとなっており

ますので、説明は省略をさせていただきます。

なお、２４８ページからの主要事業につきましては各部長からの説明となります。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ありがとうございました。

続いて、建設部長から上水道事業会計決算書の概要についての説明をお願いいたしま

す。沖田部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部長（沖田） それでは、平成３０年度上水道事業会計剰余金の処分及び決算の概

要について説明させていただきます。

まず、剰余金の処分につきまして御説明いたします。熊野町上水道事業決算書の１２

ページをお開きください。少々お待ちください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） わかりますか。よろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部長（沖田） １２ページでございます。下段の表、平成３０年度熊野町上水道事

業剰余金処分計算書をごらんください。

まず、剰余金の処分についてでございますが、未処分利益剰余金は３億１,９６７万

２,７５８円で、２８３万８,４８４円を利益積立金に、５,３９３万１,１９２円を建

設改良積立金に積み立て、残りの２億６,２９０万３,０８２円を繰り越すものでござ

います。

続きまして、決算の概要を御説明いたします。２０ページをお開きください。

（１）の業務状況についてですが、中ほどの表をごらんください。年間給水量は１９
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３万２,９１７立方メートルで、対前年度２.３％の減少となっており、年間有収水量

についても１７７万９,４４９立方メートルで、対前年度２.０％の減少となっており

ます。なお、有収率については９２.１％で、対前年度０.４ポイント増加しており、

この要因につきましては、前年度は異常寒波の影響により給水管破裂事故が多発し、

漏水量が増大したことから有収率が低下したものと考えております。

続きまして、（２）主要施策では、未給水地区解消のための管路整備を川角地区で１

カ所、管路更新については熊野団地の柿迫地区で２カ所、東山地区で１カ所、及び川

角地区で１カ所、また開発地における管路整備を萩原地区で２カ所、川角地区、城之

堀地区で各１カ所実施しており、平成３０年度全体で、管路整備延長は約１,６３５メ

ートルとなっております。申しわけございません。また、建設工事関連の受託工事で

は、出来庭地区で、県道矢野安浦線の拡幅工事等に関連した約２０６メートルの配水

管移設工事を行っております。

続きまして、ページを戻っていただき、６ページ、７ページをお開きください。

（１）の収益的収入及び支出でございます。収入の決算額は、５億３,４５９万８,６

８４円となっております。対前年度で３８６万２,５９８円の増額で、主な要因は、開

発に伴う特別利益が増加したことによるものでございます。また、支出の決算額は、

４億７,３５８万６,１５７円となっております。対前年度で２７８万９,４１４円の減

額で、主な要因は、使用水量の減少に伴う受水費の減や、人事異動に伴う人件費の減

少によるものでございます。

最後に、８ページ、９ページをお開きください。（２）資本的収入及び支出でござい

ます。収入の決算額は３,２６５万１,５２０円となっております。対前年度で１,５５

７万５,５２０円の増額で、主な要因は、開発関連工事に伴う開発費収入が増加したこ

とによるものでございます。また、支出の決算額は８,６８４万４,７６０円で、対前

年度で１,７１１万９,４６７円の増額で、主な要因は、開発関連工事の増によるもの

でございます。

剰余金の処分及び決算の概要につきましては以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ありがとうございます。

じゃあ、各部門における平成３０年度の主要事業について説明を受けたいと思います。

それでは、総務部門のほうから説明をお願いします。総務部長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） それでは、初めに総務部門の主要事業につきまして説明をさせてい

ただきます。資料は、「平成３０年度歳入歳出決算附属資料」と、「平成３０年度一

般及び特別会計歳入歳出決算書」、この冊子の決算書でございます。この２つを用い

て説明をさせていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 座られてもいいですよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） それでは、歳入歳出決算附属資料の１３ページをお開きください。

まず、総務課の町制施行１００周年記念事業でございます。決算書では、資料右側の

決算書該当ページ欄に記載しておりますとおり、６３ページから６４ページになりま

す。事業費は１,３１７万９,０００円でございます。平成３０年１０月に町制施行１

００周年を迎えた本町のＰＲ及び活性化を目的に、ひろしまフラワーフェスティバル

花の総合パレードへの参加や記念式典の挙行、記念誌や絵本、啓発グッズの制作など

の記念事業を実施いたしました。

続きまして、交通輸送対策事業でございます。決算書では、６７ページから６８ペー

ジとなります。事業費は３,２４２万８,０００円で、生活福祉交通「おでかけ号」の

運行事業と、バス運行対策費補助事業が主な事業内容でございます。生活福祉交通

「おでかけ号」の３０年度の事業実績でございますが、運行日数２４３日、運行便数

１,３５８便、利用者数７,７５６人、１便当たりの平均利用者数は５.７人となってお

ります。事業費として、町内のタクシー事業者２社への運行委託費１,０７８万９,２

００円を支出いたしております。また、バス運行対策費補助金は、生活バス路線の運

行を確保するため沿線自治体が協調して運行経費の一部を補助するもので、広電バス

阿戸線へ１,９０３万４,４５１円、芸陽バスへ２万８０３円を支出しております。な

お、阿戸線に関しましては、広島市区域の走行距離に応じ、広島市から２７１万９,７

６５円の負担金を収入いたしております。

続きまして、筆の里工房事業でございます。決算書では６９ページから７０ページと

なります。事業内容は、筆づくりの歴史と伝統を生かし、魅力ある熊野のまちづくり

を担う施設として設置いたしました筆の里工房の円滑な運営を図るもので、指定管理

委託料、人件費及び自主事業補助金のほか、開館から２５年が経過し老朽化が進んだ
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ことによる常設展示室や空調及びトイレ改修を実施した工事請負費などで、事業費３

億７０６万２,０００円となっております。

次に、商工振興事業につきましては、決算書９９ページから１００ページとなります。

事業費は１億３,７４０万６,０００円となっており、主な内容は、熊野町商工会への

支援等町内の商工振興を行うとともに、くまの産業団地に操業を開始した企業に対し

企業立地奨励金を交付し、中小企業融資制度預託金１億２,０００万円の預託を行って

おります。

次に、危機管理課の災害予防及び応急対策事業でございます。決算書では１１１ペー

ジから１１２ページになります。

災害予防及び応急対策事業につきましては、ハザードマップ作成業務、防災行政無線

デジタル化実施事業、安全・安心まちづくり事業を主要事業に挙げてございます。

まず、ハザードマップ作成業務は、熊野第二小学校区の土砂災害基礎調査結果に基づ

き、地域住民に参加していただいたワークショップを開催した上でハザードマップの

作成を行い、当該地区の全世帯に配布いたしました。事業費は５９４万円でございま

す。

防災行政無線デジタル化実施事業は、全国瞬時警報システム、いわゆるＪ－ＡＬＥＲ

Ｔの受信機の更新時期を迎えたため、新型受信機へ取りかえを実施しました。事業費

は２６８万９,０００円でございます。

安全・安心まちづくり事業では、町内の各自治会が実施する地域の防災、防犯等に資

する主体的な取り組みに対して２０万円を上限に助成を行ったものでございます。執

行額は、１３自治会に対し計２５７万１,０００円となっております。

総務部の平成３０年度主要事業につきましては、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 続いて、民生部門の説明のほうをお願いいたします。時光民生部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部長（時光） それでは、総務部門に引き続きまして、民生部門の主要事業につき

まして御説明をいたします。

民生部門には、一般会計及び４つの特別会計がございますので、まず、一般会計から

説明を行い、続いて特別会計の説明を行います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員長（山野） 座られてもいいですよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部長（時光） 大丈夫です。

決算附属資料１３ページをお開きください。１３ページからになります。

最初に、民生課の障害者総合支援事業でございますが、身体・知的・精神障害者、難

病患者等に対し、個々の障害の程度、ニーズに応じた障害福祉サービスを提供するこ

とにより、障害者等の自立と社会参加を支援いたしました。施設入所支援、就労支援

施設の利用日数の増等により、事業費は、対前年比で０.８％増の５億８,５６０万５,

０００円となっております。

資料１４ページをお願いいたします。次に、生活保護一般事務事業・生活保護費支給

事業でございますが、平成３０年度の保護世帯数は、年間の平均で１２９世帯、保護

人数は１８２人、前年度と比較し、世帯数は６世帯の減、人数では８人の減となって

おります。受給世帯の減少による生活扶助費の減と、高額入院患者の減による医療扶

助費の減により、前年度比２.８％減の３億４０４万８,０００円となっております。

次に、被災者支援事業でございます。平成３０年７月豪雨災害の被災に伴う災害弔慰

金、災害見舞金の支給となります。町からの災害見舞金が４３３万円、国からの災害

弔慰金４,０００万円、町からの災害弔慰金１２０万円で、決算額４,５５３万円とな

っております。

続いて、災害救助事業でございます。災害復旧事務に係る職員手当等、被災地におけ

る被災者救助、避難所撤去時の清掃業務等の委託料、生活必需品給与、住宅応急修理、

死体処置などの扶助費といたしまして、決算額６,４６３万８,０００円でございます。

続きまして、住民課の住民基本台帳等事業（コンビニ交付システム導入事業）でござ

います。マイナンバーカードを活用し、住民票、印鑑登録証明書、戸籍謄本、所得証

明書及び課税台帳記載事項証明書等を全国のコンビニエンスストア等で取得するため

のシステム導入及び改修等を行い、本年３月２５日から交付を開始いたしました。総

額３,２０６万５,０００円で、交付状況は平成３１年３月末で印鑑証明３件、住民票

４件、戸籍謄本６件、戸籍の付票２件となっております。なお、マイナンバーカード

の普及率は３１年３月末で１３.８％、人数でいいますと３,３１０人となっておりま

す。

次に、子育て・健康推進課の子育て支援センター事業でございます。事業費は、１,
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２８６万７,０００円。子育て支援と移住・定住情報の発信拠点として整備した「こど

も・夢プラザ」に子育て支援センターを移転し、町直営で子育て支援に関する各種事

業を行いました。ファミリー・サポート・センターの登録会員数１４７人、活動件数

は２４４件でございます。

次に、次世代育成支援対策事業でございます。熊野町子ども・子育て支援事業計画に

基づく各種事業の進行管理を行うもので、平成３０年度は、次期計画策定に向けたア

ンケート調査を実施いたしました。事業費は１９４万７,０００円。前年度比９２７万

３,０００円、８２.６％の減となっております。減額の要因は、子育て支援センター

の運営に係る経費を別事業として事業分割したためでございます。

次に、資料１５ページをお願いします。保育所運営事業でございます。この事業では、

町内４つの認可保育所に乳幼児の保育を委託することで、保護者の就労と子育てを支

援し、乳幼児の健全育成を図っております。また、平成２８年度から子ども・子育て

支援新制度に移行した町内２つの幼稚園に対しては、施設型給付費を支給することで

支援を行っております。平成３０年度末時点で、町内４つの認可保育所では定員４５

０人に対し４５９人が入所し、幼稚園には１６０人の定員に対し１４０人が入園して

おります。また、多様な保育ニーズに対応するための延長保育、病後児保育、一時保

育も継続して実施いたしました。事業費は５億５,４７４万５,０００円、前年度比４

７５万４,０００円、０.８％の減となっております。減額の主な要因は、前年度補助

金の精算にともなう返還金の減額によるものでございます。

次に、放課後児童健全育成事業でございますが、昼間家庭に保護者がいない小学校児

童に対して、放課後に適切な遊びや生活の場を与え、児童の健全育成を図る放課後児

童クラブを実施いたしました。なお、３０年度は対象学年を５年生まで拡大しており

ます。事業費は３,９４３万５,０００円、前年度比で５５９万３,０００円、１６.

５％の増となっております。増額の主な要因は、空調設備改修工事に伴う工事費の増

額によるものでございます。

次に、保育所等整備事業でございますが、第二聖徳幼稚園の改修工事を支援するとと

もに、認定こども園への移行を支援しております。事業費は２億１,７３２万４,００

０円。前年度からいいますと皆増となっております。

次に、衛生費の感染症対策事業でございます。予防接種法に基づき、はしかや風疹、

結核、インフルエンザなどの感染症の発生や蔓延を予防するため予防接種を実施する



－15－

とともに、感染症に対する正しい知識の普及啓発を行っております。事業費は５,６９

４万８,０００円、前年度比で２７１万３,０００円、５.０％の増となっております。

増額の主な要因は、予防接種の件数が増加したことに伴う委託料の増によるものでご

ざいます。

次に、資料１６ページをお願いいたします。生活習慣病予防対策事業でございます。

特定健康診査・基本健康診査や各種がん検診を合わせた総合健診としての住民健診を、

町内各施設において実施いたしました。その他、保健師と栄養士による健康出前講座

や健康教室・健康相談を実施いたしました。事業費は３,６５１万７,０００円。前年

度比２２１万３,０００円、５.７％の減となっております。減額の主な要因につきま

しては、台風による中止の影響などにより、住民健診の受診者数が減少したことによ

る委託料の減となっております。

次に、母子保健事業でございます。母性を育むとともに、妊産婦や乳幼児の健康の保

持・増進を目的として、母子健康手帳の交付から妊婦健診や乳幼児健診、育児相談、

乳幼児家庭への訪問事業、未熟児養育医療費給付事業等を実施いたしました。事業費

は１,９３７万８,０００円で、前年度比１００万８,０００円、４.９％の減となって

おります。減額の主な要因は、未熟児養育医療費の件数が少なかったことに伴う扶助

費の減でございます。

続きまして、生活環境課の環境衛生事業でございます。この事業では、小型浄化槽設

置に対する補助金の交付や火葬に対する葬祭費補助金などの助成を行っております。

事業費は５７７万６,０００円で、対前年度比１,２０２万１,０００円、６７.５％減

となっております。減額の主な要因につきましては、広島中央地域連携中枢都市圏の

取り組みにより、呉市内の斎場等の使用料が圏域の住民について呉市と同額となる措

置がとられたことによる葬祭費補助金の減によるものでございます。家庭用小型浄化

槽の設置整備に対する助成では、５人槽の浄化槽９基、７人槽２基、撤去２基の申請

があり、合計で３９９万６,０００円の助成を行っております。浄化槽管理者に対しま

しては、浄化槽台帳をもとに清掃や法定点検の実施を促し、町内河川の水質汚濁の防

止を図り、生活環境の保全に寄与しているものと考えております。また、葬祭費補助

金は、呉市民の火葬場使用料を基準額として、その差額を助成しており、２８人に１

０９万５,０００円を支出しております。

次に、資料１７ページ、公害対策事業（二酸化炭素排出抑制対策事業）でございます。
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この事業では、例年実施している環境騒音等の測定、大気簡易測定、河川水質調査の

公害対策事業に加え、環境省の１０分の１０の補助金を活用した二酸化炭素排出抑制

対策事業を、昨年に引き続き実施いたしました。事業内容といたしましては、懸垂幕

や公用車へのマグネットシートの掲示、バスラッピングによる普及啓発事業、早朝キ

ャンペーン等の広報活動など、国と連携した温室効果ガス排出削減に向けた周知啓発

活動を実施いたしました。事業費は、二酸化炭素排出抑制対策事業１１４万２,０００

円を含めまして４３７万９,０００円でございます。

次に、廃棄物収集運搬事業でございます。この事業では、各家庭からごみステーショ

ンに排出されたごみや資源物を、民間業者への委託により収集し、区分ごとに処理施

設へ運搬し適正に処理いたしました。事業費は５,８８４万円で、対前年度比２０２万

７,０００円、３.３％減となっています。減額の主な要因は、ごみ収集運搬業務委託

料の減額によるものでございます。

次に、災害廃棄物処理事業でございます。平成３０年７月豪雨により発生した災害廃

棄物を適正に処理しております。事業費は８,５１８万７,０００円でございます。ま

た、引き続き翌年度に廃棄物の処理をしていくため、この事業全体で１億２,４６９万

円を繰越明許費として翌年度に繰り越しております。

続きまして、民生部の所掌する３つの特別会計について御説明いたします。資料のほ

う２０ページをお開きください。資料２０ページになります。

まず、初めに２の国民健康保険事業特別会計の国民健康保険事業でございます。国民

健康保険制度は国民皆保険の中核をなす制度でございまして、主に地域の自営業者及

び退職者などを対象として、疾病、負傷、出産及び死亡に対して保険給付を行ってお

ります。また、特定健康診査など、疾病の早期発見・重症化防止等を目的とした保健

事業や、医療費適正化への取り組みをあわせて実施しております。事業の決算額は２

７億２,７８８万８,０００円、前年度比５億５,４６４万８,０００円、１６.９％の減

です。自営業者及び退職者などを被保険者として保険事業を実施し、本年３月末現在

の被保険者数は５,１４３人、加入世帯数は３,２６６世帯で、近年、減少傾向にござ

います。保険税の収納率は９４.９１％で、前年度より０.７９ポイント減となってお

ります。主な支出となります保険給付費は２５億５,９１８万８,０００円、前年度比

４億３,２８２万円、２０.４％の増となっております。

なお、国保制度改革に伴い、平成３０年度から国保の運営に県が財政運営の責任主体
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として加わる県単位化が行われ、この保険給付費の費目については、県へ納付する事

業費が含まれておりますので、実質の保険給付費は１８億７,８２７万円で、前年度比

２億４,３１６万１,０００円、１１.５％の減となっております。国保財政につきまし

ては、安定的な財政運営や効率的な事業の確保に向けて、県と市町が共同で取り組み、

制度の安定化を目指してまいります。

次に、一つ飛んでいただきまして、４の後期高齢者医療特別会計の後期高齢者医療事

業でございます。後期高齢者医療制度は、県内全市町が加入する広域連合を保険者と

して、被保険者の認定、保険料の決定、保険給付等を行い、各市町では申請や届け出

等の窓口業務や保険料の徴収事務を行っております。被保険者は、７５歳以上の方と、

６５歳以上７５歳未満の方で一定の障害をお持ちの方となりますが、本年３月末現在

で４,３８２人、前年度の同時期と比べて１９６人、４.７％の増となっております。

事業の決算額は７億１,１７６万９,０００円で、前年度比５,１９４万７,０００円、

７.９％の増でございます。保険料の収納率は９９.６８％で、前年度より０.０７ポイ

ント上がっております。主な支出となります後期高齢者医療広域連合納付金は７億９

２６万８,０００円、前年度比で５,１４２万６,０００円、７.８％の増となっており

ます。この納付金は、広域連合の事務費、医療給付費のうち負担対象額の１２分の１

に相当する額、及び徴収した保険料等を合算したものでございますが、このうち、医

療給付費の負担金は２億８,７３３万３,０００円、前年度比で８７５万２,０００円、

３.０％の増となっております。後期高齢者医療制度につきましては、高齢化の進展に

伴い、今後も被保険者数及び医療給付費とも増加傾向が続きますが、引き続き、広域

連合と市町が相互に役割を担い、連絡調整を図りながら事務の執行に努めてまいりま

す。

続いて、２１ページになります。５の介護保険特別会計について御説明いたします。

まず、介護保険事業ですが、熊野町が保険者となり、要介護または要支援の認定を受

けた人に介護サービスや介護予防サービスを提供する事業で、３年を一期とする介護

保険事業計画に基づき運営を行っております。事業費は、要介護認定や被保険者管理

等を行う総務費１,５１３万３,０００円と、介護サービス支給に係る保険給付費１９

億２,９４４万７,０００円を合わせ、１９億４,４５８万円となっております。要介護

認定者数の増加に伴い、各サービスの給付費が増額となり、対前年度比７,５４２万１,

０００円、４.０％の増となっております。
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続いて、一般介護予防事業でございます。住民主体で取り組める健康づくり・介護予

防活動として、地域に体操を普及させるシルバーリハビリ体操指導士として２２名の

３級指導士を養成いたしました。豪雨災害の影響により講座や教室を中止したことに

より、事業費は１,７１８万５,０００円で、対前年度比３６万１,０００円、２.１％

の減となっております。

民生部の平成３０年度主要事業につきましては以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ありがとうございました。

ちょっと建設部門は休憩の後にしていただいてよろしいですか。

（「はい」の声あり）

○委員長（山野） じゃあ、暫時休憩いたします。

再開は２時４５分からお願いします。

休憩 １４時２４分

再開 １４時４３分

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） じゃあ、皆さんおそろいなので、休憩前に続き、再開したいと思いま

す。

続いて建設部門。沖田建設部長、説明をよろしくお願いします。沖田部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部長（沖田） 続きまして、建設部門の平成３０年度主要事業について説明をさせ

ていただきます。資料は、「平成３０年度歳入歳出決算附属資料」、「平成３０年度

一般及び特別会計歳入歳出決算書」のほかに、主要事業実施箇所図をお配りしており

ますので、参考にしてください。

それでは、建設課の主要事業から御説明いたします。附属資料の１７ページの中ほど

をごらんください。決算書では９８ページ下段からになります。

まず、大原ハイツ緊急道路新設事業でございます。この事業は、平成３０年７月豪雨

により被災した大原ハイツと町民体育館を結ぶ避難道路を新設した事業で、事業費６,

０２４万４,０００円で、延長１１０メートルの仮設道路及び本設道路の整備を行った

もので、本設道路につきましては３,４３７万９,０００円を令和元年度へ繰り越し、

既に６月に供用を開始しております。
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続きまして、町道局部改良事業でございます。決算書は１０２ページ下段になります。

この事業は、町道の待避所設置や利便性などの向上を図るための事業で、事業費２,３

７３万８,０００円で、町道城之堀線の熊野中学校正門付近の拡幅工事及びほか２路線

の改良工事や、町道城上垣内線ほか２路線の用地測量設計業務と町道城上垣内線の事

業用地の取得を行いました。

次に、町道深原公園線（鞘ノ河内工区）新設事業でございますが、決算書では１０４

ページになります。この事業は、現在、県が施工中の県道瀬野呉線バイパス事業にあ

わせて新宮地区の町道を延伸するもので、平成３０年度は、事業用地の取得と物件の

移転補償を行い、事業費は１,２４４万４,０００円でございました。

次の町道呉出来線改良事業は、出来庭地区の県道矢野安浦線槇ケ迫交差点から町道昭

和線に至る南北を結ぶ町道を改良したもので、県道の拡幅整備に合わせて町道も拡幅

し、交通の利便性と町内交通ネットワークを向上させたものでございます。平成３０

年度は、スーパーディオ西側付近の延長１８メートルの区間で事業用地の取得、物件

の移転補償及び幅員６メートルへの拡幅工事を行い、事業費は２,００８万３,０００

円でございました。

続きまして、町道薮太央線改良事業でございます。この事業は、出来庭地区のＪＡセ

レモ館から寺堤池をつなぐ町道の狭隘区間を拡幅し、町内交通ネットワークの向上を

図っているもので、平成３０年度は延長５５メートルを幅員７メートルに拡幅し、事

業費は８２４万６,０００円でございました。

附属資料の１８ページをごらんください。続きまして、町道呉萩線（呉地・萩原工

区）改良事業は、熊野東中学校付近から呉地公会堂付近までの離合が困難な区間の拡

幅を行っているもので、平成３０年度は、この路線のうち、呉地・萩原境の広南製作

所付近から呉地側に向けて延長１９０メートルの用地測量設計業務を実施し、事業費

は６０７万７,０００円でございました。

次に、（国庫）橋梁維持修繕事業は、町で管理する１２２橋の定期点検結果に基づい

た補修工事と補修設計業務を行うことにより、道路網の安全性と信頼性を確保すると

ともに、ライフサイクルコストの縮減を図っているもので、平成３０年度は、呉地地

区の皇帝橋の補修工事と、出来庭地区の大水南地橋、中溝地区の重地橋、呉地地区の

鍋屋橋の３橋の補修設計業務を実施し、事業費は１,０４７万８,０００円でございま

した。
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続きまして、筆の里工房周辺整備事業でございます。決算書では１０６ページになり

ます。この事業は、隣接する筆の里工房と一体となった観光交流拠点としての公園を

整備するもので、平成３０年度は、公園基本計画策定業務、用地測量設計業務を発注

し、事業費は１,７４６万７,０００円でございました。なお、この事業は、昨年の７

月豪雨災害により業務が一時中断したことにより、用地測量業務、用地購入費の計４,

８６５万円を令和元年度に繰り越しております。

続きまして、災害復旧事業関係でございます。決算書では１２８ページになります。

まず、農地及び農業用施設災害復旧事業でございます。この事業は、昨年７月の豪雨

により被災した農地や農業用施設の復旧事業で、６９カ所、４９件の災害査定設計書

及び実施設計書作成業務と災害復旧工事で、事業費は８,３０２万９,０００円で、う

ち５,５００万円を令和元年度に繰り越し、復旧工事を実施しております。

次に、林道災害復旧事業でございます。決算書では１３０ページでございます。この

事業も同様に、昨年７月豪雨で被災した林道の災害復旧事業で５カ所の災害査定設計

書及び実施設計書作成業務と２０カ所の災害復旧工事で、事業費は３,９１４万２,０

００円で、うち２,１７９万４,０００円は令和元年度に繰り越し、復旧工事を実施し

ております。

続きまして、都市整備課の主要事業について御説明いたします。

初めに、林業振興対策事業でございます。決算書では９８ページ中ほどに記載されて

おります。この事業は、ひろしまの森づくり交付金を活用し、手入れ不足で景観の悪

化が生じていた深原地区公園内の里山において、下刈りや枯れ木等を撤去の上、紅葉

等を植樹し、景観の向上を図るとともに、にぎわいのある里山に再生したものでござ

います。事業費全体では３２４万９,０００円で、このうち括弧書きしている３１０万

円を特定非営利法人きらら会に交付し、事業を実施しております。

続きまして、宅地内堆積土砂排除事業でございます。決算書では１０６ページ下段に

記載されております。この事業は、平成３０年７月豪雨により、宅地内に堆積した２

４件の土砂撤去と町民グラウンド等に一時仮置きした土砂の一部を搬出し処分したも

のでございます。事業費は８,８１７万７,０００円でございました。町民グラウンド

に仮置きした残りの土砂の搬出処分については、本年度に１億１,０００万円を繰り越

して実施中でございます。

続きまして、開発指導課の主要事業について御説明いたします。
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子育て世代「住むならくまの」応援事業でございますが、子育て世代の定住を促進し、

人口の維持、地域の活性化を図るため、住宅の新築または中古住宅の購入を支援する

事業で、７３件の申請に対し助成金を交付いたしました。事業費は１,４１０万９,０

００円で、申請７３件のうち、新築住宅が６５件、中古住宅が８件でございました。

また、交付者の前住所の内訳は、町内転居が３８世帯１４４人で、町外からの転入が

３５世帯１１２人、そのうち県外が１世帯７人でございました。

次に、公共土木施設災害復旧事業でございますが、国の災害査定で認められた３５カ

所のうち、河川１０カ所と道路１６カ所の応急工事と本復旧工事を実施し、事業費は

４億７,６９７万７,０００円でございました。進捗状況は、平成３０年度末時点で約

３割の災害復旧が完了しております。そのほかに、国の災害査定で採択されない規模

の被災箇所等につきましても、単独分として９８件の工事発注を実施しております。

続きまして、公共下水道事業特別会計の主要事業について御説明いたします。附属資

料の２０ページをお開きください。中段の項目番号３公共下水道事業特別会計の表を

ごらんください。

一般管理費の１億８,７２３万４,０００円ですが、主な内容としましては、町内マン

ホールポンプ４８カ所の点検、補修並びに光熱費と、公共桝並びに管渠等の補修費用

でございます。

次に、公共下水道整備費の１億２２万８,０００円でございますが、主な工事内容と

しましては、川角地区、出来庭地区におきまして３件の汚水管渠工事と、川角地区に

おきまして１件のマンホールポンプ設置工事を施工いたしました。整備面積は１.２３

ヘクタール、管路延長０.４２キロメートルを整備し、平成３０年度末の下水道普及率

は、９０.５％となっております。委託業務では、熊野団地改築更新実施設計業務とい

たしまして、熊野団地内で特に緊急性の高い下水道老朽管路等２.０キロメートルの実

施設計を行いました。

続きまして、上水道事業会計の主要事業について御説明いたします。附属資料の最後、

２１ページをごらんください。項目番号６上水道事業会計の表をごらんください。

初めに、道路改良事業関連の受託工事でございますが、出来庭地区における県道矢野

安浦線の道路改良事業に伴い、支障となる水道管の移設工事を実施し、約２０６メー

トルを整備しております。また、平成３０年７月豪雨で被災した出来庭地区の慶神橋

架替工事に伴い、支障となる水道管布設替え工事に先立って必要な仮設工事として不
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断水仕切弁２基を設置しており、事業費の合計は４１２万６,０００円となっておりま

す。

続きまして、未給水地区解消事業でございます。この事業では、川角地区において配

水管布設工事を１カ所行い、事業費３５６万４,０００円で、管路延長約１１４メート

ルを整備しております。

続きまして、老朽管路更新事業でございますが、熊野団地内の柿迫・東山地区及び川

角地区の計３カ所におきまして配水管布設替え工事を行い、事業費５,９８３万円で、

約８６６メートルの老朽配水管の布設替えを行っております。

最後に、開発地給水事業でございますが、萩原地区、川角地区、城之堀地区の宅地造

成地計４カ所におきまして配水管布設工事を行い、事業費１,８２１万９,０００円で、

管路延長約６０４メートルを整備しております。

建設部及び水道部の平成３０年度主要事業説明は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ありがとうございました。

最後に、教育部門の説明をお願いいたします。横山教育部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） それでは、続きまして教育部の主要事業について説明させていただ

きます。附属資料１８ページをごらんください。

初めに、教育費、小学校費の小学校一般管理事業(ＩＣＴ整備事業)でございます。決

算書では１１３ページから１１６ページになります。小学校一般管理事業の事業費２,

９５３万８,０００円のうち、ＩＣＴ整備事業費として、機器等のリース料１１０万８,

０００円を執行いたしました。情報教育の環境整備を目的に３カ年計画の２年目とし

て、各小学校にＩＣＴ機器の整備を行いました。町内４小学校にタブレット端末を各

１０台とその周辺機器を整備し、ＩＣＴ機器のメリットである、視覚的な効果、機動

性を生かした、よりわかりやすい学習のための有効なツールの一つとして導入いたし

ました。

次に、小学校施設維持管理事業(屋外階段改修事業)でございます。決算書では１１５

ページから１１６ページになります。小学校施設維持管理事業の事業費４,７７４万２,

０００円のうち、屋外階段改修事業費として２７０万円を執行いたしました。老朽化

した熊野第一小学校南校舎・西校舎、熊野第二小学校北校舎の屋外階段、いわゆる非
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常階段でございますが、こちらの改修を行うことで、学校での緊急時における児童等

の安全確保のための工事を実施いたしました。改修内容は非常階段の部分補強や、さ

びどめ塗装等の工事でございます。

次に、小学校大規模改造事業でございます。こちらも決算書１１５ページから１１６

ページになります。事業費は１億５,０６２万２,０００円です。事業費の内訳は、小

学校空調設備設置事業に係る実施設計業務委託料及び工事請負費、小学校施設ブロッ

ク塀改修に係る測量並びに設計業務委託料等が６,６２０万９,０００円。熊野第一小

学校東校舎大規模改造事業が８,４４１万３,０００円となっております。熊野第一小

学校大規模改造事業は、平成２９年度の国の補正予算採択により事業を翌年度に繰り

越して執行したもので、対象延べ床面積は５５０平方メートル、工事内容は、屋上防

水工事、外壁の明装工事、内装改修、屋外階段改修工事で、国の学校施設環境改善交

付金補助率３分の１を活用して実施いたしました。

次に、教育費、中学校費の中学校一般管理事業(ＩＣＴ整備事業)でございます。決算

書では１１７ページから１１８ページになります。中学校一般管理事業の事業費１,９

７９万４,０００円のうち、ＩＣＴ整備事業費としてリース料５５万４,０００円を執

行いたしました。小学校のＩＣＴ整備事業同様に、情報教育の環境整備を目的に、３

カ年計画の２年目として、熊野中学校に電子黒板、熊野東中学校にタブレット端末１

０台とその周辺機器の整備を行いました。

次に、中学校施設維持管理事業(屋外階段改修事業)でございます。決算書では１１９

ページから１２０ページになります。中学校施設維持管理事業の事業費３,０２９万８,

０００円のうち、屋外階段改修事業費として２７７万８,０００円を執行いたしました。

老朽化した熊野中学校西校舎及び東校舎の屋外階段の改修を行うことにより、学校で

の緊急時における生徒等の安全確保のための工事を実施しました。

続いて、中学校大規模改造事業でございます。決算書では１１９ページから１２０ペ

ージになります。事業費は２億５,２１４万３,０００円です。事業費の内訳は、中学

校空調設備設置事業に係る実施設計業務委託料及び工事請負費、中学校施設ブロック

塀改修に係る測量並びに設計業務委託料等が３,３９８万３,０００円、熊野東中学校

普通教室棟大規模改造事業が２億１,８１６万円でございます。熊野東中学校普通教室

棟の大規模改造工事は２期に分けての工事とし、その２期目工事を、平成２９年度の

国の補正予算による採択を受け、平成３０年度に繰り越して執行したものでございま
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す。対象延床面積は２,７４３平方メートル、工事内容は、１階・２階部分の内装改修

工事、校舎西側のトイレ改修工事で、国の学校施設環境改善交付金補助率３分の１を

活用して実施いたしました。

教育部の平成３０年度の主要事業につきましては以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ありがとうございます。

以上で、平成３０年度における各会計決算の概要説明と各部における主要事業の説明

が終わりました。

これより執行部から提出されております会計書類の閲覧時間を設けたいと思いますが、

御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○委員長（山野） 異議がないようですので、閲覧時間を設けたいと思います。

閲覧時間は、ただいまからあしたの午前中ぐらいまででよろしいですか。

（「異議なし」の声あり）

○委員長（山野） じゃあ閲覧時間をあした１２日の１２時までということで、関連書類

の閲覧時間といたします。したがいまして、各部門ごとの総括質問は１２日の１３時

３０分から行い、最後に委員会としての意見をまとめたいと思います。よろしいでし

ょうか。

（「異議なし」の声あり）

○委員長（山野） それでは、これより閲覧時間といたします。御不明な事業があれば説

明員を呼びますので、暫時休憩いたします。

休憩 １５時０６分
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令和元年度 決算特別委員会

会議録（第２号）

１．招集年月日 令和元年９月１２日

２．招集の場所 熊野町役場 ４階 第１委員会室

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

３．出席議員（１６名）

委員長 山 野 千佳子 副委員長 中 島 数 宜

委員 水 原 耕 一 委員 福垣内 邦 治

委員 光 本 一 也 委員 尺 田 耕 平

委員 竹 爪 憲 吾 委員 諏訪本 光

委員 沖 田 ゆかり 委員 片 川 学

委員 時 光 良 造 委員 民 法 正 則

委員 荒 瀧 穂 積 委員 山 吹 富 邦

委員 中 原 裕 侑 委員 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．欠席議員（なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．事務局出席 議会事務局長 西 村 隆 雄

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明員

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 光 治 夫

民 生 部 長 時 光 良 弘

建 設 部 長 沖 田 浩

教 育 部 長 横 山 大 治

建設部技術担当部長 林 武 史
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総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

民 生 部 次 長 西 岡 隆 司

建 設 部 次 長 堂 森 憲 治

建設部技術次長 桑 垣 誠

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

財 務 課 長 桐 木 和 義

危 機 管 理 課 長 花 岡 秀 城

地 域 振 興 課 長 西 川 伸一郎

税 務 課 長 須 賀 雅 彦

高齢者支援課長 西 村 ゆ り

住 民 課 長 立 花 太 郎

子育て・健康推進課長 佛 圓 至 裕

生 活 環 境 課 長 宗 像 雅 充

都 市 整 備 課 長 福 嶋 春 樹

上 下 水 道 課 長 寺垣内 栄 作

生 涯 学 習 課 長 榎 並 正 和

会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

教 育 指 導 監 元 永 圭 一

教 育 指 導 監 斉 藤 弘 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．協議事項

付託された「認定第１号 平成３０年度熊野町各会計歳入歳出決算認定」、「認定第

２号 平成３０年度熊野町上水道事業会計決算認定」について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．内容

（再開 １３時２４分）

○委員長（山野） それでは、引き続き、委員会を再開いたします。

各会計書類の閲覧が終わりましたので、各部門ごとに総括質疑を行います。なお、質

疑は各部門における会計ごとに行いたいと思います。

まず、総務部門について質疑を行います。質疑はありませんか。時光委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（時光） 毎年、ちょっと同じことをお聞きするようなことになるんですが、町税

の不納欠損に関してでございます。平成２９年度は２９５万３,１９８円ですか。平成

３０年度は５３８万５,２２６円と、倍増までは行ってないですが随分ふえております。

この原因と、ここに至るまでのプロセスをちょっと教えていただきたいと思います。

お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 須賀税務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○税務課長（須賀） 一般会計の不納欠損額は、平成２９年度と比較して約２４０万円増

額となっております。この増額の主な要因は、約６００万円の税相当額、これは税の

内訳が、町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、これらを滞納していた

方がお亡くなりになりまして、相続人が全て相続放棄をした案件につきまして、滞納

整理として相続財産管理人を申し立て、差し押さえた財産を公売いたしました。公売

金額が３５０万円でございましたので、こちらのほうを固定資産税のほうに充当した

後、残りの約２５０万円の税相当額のうち一般会計分の約１４０万円を即時に不納欠

損をさせていただいております。ちなみに国保会計分は約１１０万円を即時に不納欠

損しております。また、平成３０年度は平成２９年度と比較して、財産がない、生活

が困窮、住所、所在が不明という理由から執行停止をしたもので、その後３年を迎え

る案件が約９０万円の増となっておりまして、これは平成２７年度に仕込みをした執

行停止分が多くあるということが把握できまして、これらのことが原因で不納欠損の

額が増額になっているという要因として挙げられます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 時光委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（時光） ６００万円までたまるという、ここらにちょっと問題があると思うんで

すが、いずれにしても払わない者得ということがないように、今後も注意していただ

きたいと思います。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ほかにありませんか。尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ６７、６８ページ、２款総務費、２項企画費の３目地域振興費の中の交

通輸送対策事業、おでかけ号のことなんですけども、地域福祉基金ですか、平成２３

年から毎年１,０００万ずつ基金のほうを取り崩しながら事業を行っておるようなんで

すけども、今現在、１億７,０００万の基金があるんですけども、３０年度決算なんで

すが、こういう基金頼みの運用ということについて、どのように担当課長はお考えで

すか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 全額地域福祉基金から繰り入れて実施していることについてど

うかということでございます。今は必要があるということで考えてさせていただいて

おりますけれども、行く行くなくなるじゃないかということがあると思います。負担

とかいうこともあるかもしれませんが、今現状としては生活福祉交通として考えて、

今後、このまま継続していきたいというふうには思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） 平成２３年度決算から８年ぐらいですか、毎年１,０００万ずつ減りよ

るんですよね。１億７,０００万、今３０年度決算で残っとると言うても、１７年後に

は枯渇してしまいますよね。おでかけ号については、今から高齢化がどんどんどんど

ん進んでいく中でニーズも高くなり、また要望というのもまたふえてきて、それに応

えていきよったら、今、毎年１,０００万ずつ取り崩しながらしとるものが１,５００

万になるかもしれんし、枯渇した場合を想定して、何か今後、今研究なり、何かしら

対策というのを考えながら業務に努められとってなのか、そのあたりを伺います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 西川地域振興課長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 確かに残りを考えるとどうしていくのかとか、ニーズも、例え

ばバス停をふやしてほしいとか、こちらも回るとこをしてほしいということも今上が

ってきてて、それはまた協議会のほうで協議とかはさせていただかないといけないと

いうふうには考えております。

そういう対策をじゃあ次の対策を打っているかといいますと、今現在、生活福祉協議

会の中ではその生活福祉協議というか、おでかけ号の話だけしかしておりませんので、

ちょっと現実的にそういう次の手を打っているかということであれば、ちょっとまだ

打ててないかなというところが正直あると思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） また今後も残り少ないというか、多分１０年ぐらいのもんじゃないかな

と思うんですけども、こういった基金の運用なりも含めて、また研究なり、検討を進

めていただけたらと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 生活福祉交通は民を圧迫しないように、でも必要な交通だと考

えておりますので、また財政的にも踏まえて今後研究してまいりたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 全般的なことなんで、この総務のとこで言わせてください。補助金関

係のことなんですが、いろいろと調べたり、お聞きしたりすると、町の行事といいま

すか、町がやらなければならないようなものを、ある意味では団体のほうへ委託して

事業を実施しておるというようなのが補助金関係の活動を見ますと多かったように思

います。大体年間で１億、年度によって違いますが、１億５,０００万から６,０００
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万ぐらいの補助金があって、社会福祉協議会と筆の里工房と、それから筆の里スポー

ツのほうで大体１億２,０００、３,０００万を使って、残りの３,０００万から４,０

００万ぐらいを約４０に近い団体で使っておりますけども、先ほど言いましたように、

ほとんどはある意味では委託というんですか、そういう中で申請をされた額に基づい

てその補助金の額は決まっておるというようにお聞きしました。

これから特にやはり４０の団体が動けば大きな力にもなるし、活動にもなると思いま

すので、この補助金の活用といいますか、有効利用をよろしくお願いしたいというよ

うに思います。

それから、特に筆の里スポーツクラブの関係で聞いたんですけども、去年の場合あた

りは災害があって、避難所になったりする関係で活動計画が随分狂ったと思いますけ

ども、その関係ではきちっと事業の変更届を出して、正しくそういった事業の補助金

が使われておるということについては確認させてもらいました。ぜひとも今後ともそ

ういった手続をきちっと踏まえてお願いしたいというように思っております。お願い

でございます。回答はいいです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 答弁はいいですね。

ほかに質疑はございませんか。よろしいですか。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） ほかになければ、総務部門はこれで打ち切ります。

次に、執行部の入れかえがありますので、しばらくお待ちください。

（執行部入れかえ）

○委員長（山野） 続いて、民生部門について質疑を行います。

まず、一般会計についての質疑はありませんか。沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ７６ページ、民生費の不用額なんですけれども、社会福祉費３,５１９

万２,４０３円。それと８２ページ、生活保護費、不用額２,５５１万９,９７１円。８

４ページ、児童福祉費３,５３５万９,５６０円。この不用額の説明をお願いいたしま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 時光民生部長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部長（時光） 民生部門、不用額、かなり多くなっております。全体的に言います

と、医療関係でございますとか、サービスの提供のための給付費、こういったものが

やはりなかなか読みにくいということで、予算の不足というのを防ぐために少し多目

の予算ということになっております。

一つずつちょっと大きいものを御説明させていただきたいと思います。

まず、７６ページの民生費、社会福祉費、社会福祉総務費の中の負担金補助及び交付

金でございますけど、２５８万３,２９５円。こちらの団体補助金の精算の結果でござ

います。特に、社会福祉協議会のほうが大きな補助金になるんですが、精算はどうし

ても３月になるということで、予算の対応ができてないということでこのような金額

になっております。

それから、１枚めくっていただきまして、７８ページの障害者福祉費の中の扶助費８

６０万６,５６１円でございますけど、こちらにつきましては障害者のサービス給付費、

これは項目がたくさんあるんですが、そういった給付費も、例えば入所者が何人かふ

えるとすぐに大きな金額となるということで、今回もこのような執行残となっており

ます。

それから、次に８０ページをお願いいたします。国民健康保険費の繰出金でございま

す。１,２４９万２,２０５円、こちらにつきましては国保特会の、国民健康保険特別

会計のほうでやっぱり医療給付費、こちらはなかなか一つ大きな手術等がありますと

膨らんでくるということで、少し特会のほうが余ったということで、こちらも繰出金

の執行残が出ているというような状況でございます。

それから、その下の福祉医療費、こちらは乳幼児医療でありますとか、ひとり親家庭

医療、それから重度心身障害者の医療が対象となったものでございますが、こちらも

やはり医療ということで、少し執行残が多くなっております。

それから、１枚めくっていただきまして、８２ページ、地域健康センター費の委託料

１０５万２,９２７円でございますが、こちらは地域健康センターとかふれあい館の指

定管理の精算の残となっております。最終的には不用額についてはこちらにお返しい

ただきますので、こういうような数字が毎年出てしまうというような状況でございま

す。

社会福祉費につきましては今のものが主な点になります。
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次に、生活保護費なんですが、８４ページをお願いいたします。中段のほうにありま

す扶助費というところでございますけど、生活保護費の支給事業で、扶助費が２,４９

５万７,９０８円執行残が出ております。これは特にこの中でも医療扶助にかかるもの、

やはり医療というのは生活保護の場合は特に大きな手術がありますとすぐに何百万と

いう単位でありますので、こちらもちょっと多目にといいますか、余裕を見てちょっ

と予算を立てたことでこういうことになっております。

生活保護費は以上でございます。

それから、児童福祉費でございます。８６ページをお願いします。中ほどの児童措置

費の中の扶助費４１７万７,５４０円、こちらは児童手当とか児童扶養手当の給付に関

する予算でございますが、昨年度の場合につきましては、児童扶養手当、これが最終

は２月に給付をするものなんですが、前年と同額程度を見込んでおりましたら、それ

がちょっと少なくなったということで、これだけの執行残が出ております。これも毎

年３月、４月の臨時的な対応等のために若干余裕を見ておりますが、ちょっとことし

は多くなっているというところでございます。

その次の保育所費の中のまず委託料でございます。これは保育所の運営に関する委託

料でございますけど、この委託料につきましては保育料の委託料の額を決める公定価

格というのが国から示されるわけでございますけど、これがちょっと若干上がるだろ

うと見込んでおりましたが、最終的に、これもし上がりますと前年の４月にさかのぼ

って調整ということでかなり大きな数字になるんでそれを見ておったんですが、最終

的には変更はなかったということでこのような執行残になっております。

その次の負担金補助及び交付金８７４万１,４７６円でございますけど、こちらにつ

きましては特別保育事業というのがございます、各保育所で実施していただいておる

んですが、例えば保育士の加算でありますとか、こういうものを見込んでおったんで

すが、最終的にやはりこれも３月に精算といいますか、精算申請という形になります

ので、ちょっと差が出ておるというところでございます。

それから、８８ページになります。一番上の児童福祉施設費の中の報酬１５６万５,

０４６円の執行残でございますけど、これは児童クラブの指導員の報酬でございます。

春休みの子供がふえるということを見込んで、クラス増のために指導員の報酬もちょ

っと見ておったんですが、これがそこまでふえなかったというところでの執行残にな

ります。
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最後に、その下の子育て支援拠点施設整備費１,２３６万円、ちょっとこれは大きく

なっておりますけど、これはちょっと毎年というわけでなくて単発でございまして、

第二聖徳幼稚園の認定こども園の施設整備の補助金でございますけど、当初、定員４

２名で計画をされておったんですが、最終的に定員を３６名に落とされたということ

で補助基準が下がりまして、これだけの執行残が生じております。

毎年ちょっと多いんでということがありますけど、今後、やはり少しずつ精査しまし

て、できるだけ執行残が少ないようにしていきたいと思いますが、やっぱり医療費と

か、そういうサービスの提供、これに対応するにはやはり予算の不足があってはなら

ないという観点でやっておりますので、その辺をちょっと御理解いただきたいと思い

ます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ほかにございませんか。光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ８８ページの保育所等整備事業についてお伺いします。この整備事業２

億１,７００万、第二聖徳幼稚園の認定こども園移行に向けた施設整備費の助成である

というふうに説明がありましたけども、そのうち６,６００万ほど町の負担分があった

ようですが、具体的にこれを助成した事業効果というものがあれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 第二聖徳幼稚園ですが、認定こども園に移行するとい

うことで新舎屋のほうを建設のほうに補助をいたしました。当初、町の保育の定員と

いうのが４５０名でしたが、第二聖徳幼稚園のほうが認定こども園に移行するに当た

って保育定員のほうが３６名ほど設けられました。結果的に保育の定員のほうが４８

６名ということで十分それが確保されたということで、現在でいえば、その３６名の

枠が確保できたということで、待機児童というものは生じておりません。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 光本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。

それと、聖徳幼稚園のほうは、第二聖徳は認定こども園に今年度から移行したと。第

一聖徳、第一はないんですけど、聖徳幼稚園のほうは、中溝の、これは２７年度から

新制度に移行されておるということですが、その聖徳幼稚園の認定こども園への移行

があるのか。それと、もう１点、淳教幼稚園のほうは、この新制度に対しての対応は

どのように法人は考えておられるのかというのをちょっと教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） まず、聖徳幼稚園ですが、現在、来年度の認定こども

園に向けた準備を進めておるということで、園のほうと協議を進めております。

もう１点、淳教幼稚園ですね。こちらについては、現在まで、まだ新制度には移行し

ておりませんでした。園のほうからも来年度、新制度、子育て支援法の制度にのっと

るというような申し出がありましたので、今、園のほうと協議を進めて、来年度の移

行に向けて準備を進めています。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。

それと、今度９４ページのほうをお願いします。災害廃棄物処理事業についてちょっ

と御質問いたします。町民グラウンドに、昨年の豪雨災害で今土砂と災害ごみのほう

を仮置き場である町民グラウンドに持っていっとるということで、既に土砂のほうは

木も生えてるような状況であります。当初の計画ではことしの１０月末までに災害廃

棄物、土砂等も撤去というように聞いておったと思うんですが、その見通し等につい

て。土砂についてはまた建設のほうで聞くんですが、災害廃棄物、ごみのほうの状況

をお聞かせください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 宗像生活環境課長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 町民グラウンドに置いてあります災害廃棄物についてですけど

も、災害廃棄物につきましては町民グラウンドで仮囲いがしてある中になります。こ

の中で、現在の廃棄物の処理の進捗率でいいますと、７月末ではございますけども、

２４％しか進んでおりません。ですけども、この２４％、数字が少ないものにつきま

しては、建設部との、国土交通省関係との連携事業のものが含まれておりまして、そ

ちらの土砂、連携事業の土砂が含まれた数字に対しての進捗率ですので、少ない状況

です。

その土砂につきましては、８月入札で建設部のほうで入札業者が決まっておりますの

で、随時１０月末を目標に出していくというふうに伺っております。残りの廃棄物に

つきましては、１０月末を目標に順調に処理を進めている状況でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） とても順調のようには見えなかったんであれなんですが、１０月末まで

にということで、特に業者も不足、運搬するダンプ等も不足しておるような状況があ

ります。入札不調というような状況も新聞等でも出ております。非常に心配しており

ますが、よろしくお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ほかに質疑はありませんか。沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 済みません、附属資料なんですけれども、附属資料１３ページ、民生課

の障害者総合支援事業。これの障害者手帳の保持者、平成２９年度は身体障害者１,２

９３人、それに比べて平成３０年度９８９人とかなり減っているんですけど、これの

理由を説明ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 平成２９年度から平成３０年度にかけまして、身体障害者手帳保
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持者の数が減っております。これにつきましては、もともと広島県のデータをもとに

新規、あと死亡、転出等のデータをその都度入力しておりました。その後、精査した

ところで、過去に死亡、転出等により削除されるべき保持者名が見つかり、それを修

正を行ったものでございます。かなり大きい削減とはなっているんですが、精査した

結果、こういうことになったということでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 何年ぐらい整理されてなかったんですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 時光民生部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部長（時光） 何年分の整理というものじゃなくて、一番最初に県からいただいた

ときのものを信じてやっておったんですけど、それが県のほうにそれ以前のものが残

ってたというのをちょっと見つけまして、それで職員が気づいたので、ちょっときれ

いに直そうということで。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） いつから権限が移った。何年前。権限移譲があったろう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部長（時光） そうですね。権限移譲でうちに来てからなんで、何年じゃろう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 私が町長になったときはまだ県に障害者手帳の交付権はあった。それが

途中で、何年前だったかちょっと、今調べてもわからんの。また後にお伝えします。

だから、そのときに恐らく県から台帳整理をそのまま町は受け継いでる、各市町村と

も。これ実数と違うとったか言われると、今度局長に文句を言うときますが、そうい

う経緯がありますので、うちが交付した分を間違えてたんじゃなくて、県からの移譲

した分が、台帳が間違えとったということでございます。移譲権限についてはまた後

ほどあれします。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 要するに、県がきちんと把握し切れてなかったということなんでしょう

けども、町のほうからは、身体障害者の方が例えば亡くなられたとか、そういった情

報というのは県のほうに伝えていらっしゃったのに、県のほうがそれをきちんと管理

できてなかったということでよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 基本、そういうことになります。ただ、転出等で、こちらに届け

出がなくて転出されて、転出先で申し出をされていらっしゃるかとか、そういうこと

で抜けてる可能性もありますので、もしかしたらそういうので抜けている方もいらっ

しゃるかもわからないです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） それは、今後しっかり県のほうに訴えていただきたいと思います。

済みません、引き続き、１６ページの母子保健事業なんですけども、これは妊婦健康

診査のこれは受診者数と捉えていいのでしょうかね。これ平成２９年度は延べ１,８４

８名、平成３０年度は１,４８９名ということなんですが、これは人数が減少した原因

というのはどういったことなんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） ２９年から３０年度で、これ延べ人数になっておりま

すが、１人当たり１４回分のクーポン券というか、無料のチケットをつけております。

ですので、それを人数が減ったというのもあるんですが、それプラスあとは１４回分

のクーポンがついているんですが全てを使われなかったというようなケースもござい

ます。例えば、母子手帳を交付する時期、もらう時期が遅かったりする場合は、どう
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しても健診の回数が減ったりするということで、そういうのも関係しているかと思い

ますが、ちょっとそういう関係で減っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ほかにございませんか。中原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中原） 今の生活保護の人がどんどんどんと減ってるよね、保護世帯の人。あれ

はちょっと何か原因があったのかどうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 一番の原因は経済状況の改善もあろうかと思います。あと町のほ

うも福祉事務所を設置いたしまして、ケースワーカーが月に一回、あとケースによっ

て３カ月に一回とかあるんですが、そういう訪問等で自立に向けて支援体制を強化し

たということも大きいかと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） よろしいですか。

ほかに質疑はありませんか。沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 済みません、附属資料１４ページ、子育て支援センター事業のこども夢

プラザの件についてなんですけれども、これ施設利用について伺いたいんですが、昨

年度は災害がありましたので、２階の稼働率というものはほとんど、定住促進のため

の宿泊施設なんですけれども、災害派遣で来られてた職員の方が泊まられてたという

ふうにはお伺いしてるんですが、１年間通してというよりも、災害対応がありました

ので、ほとんど普通の状態では使われていなかったと思うんですが、予算を計上した

ときには事業をかなりいろいろ計上されてたと思います。その中でどのぐらいの実施

をされたのかという部分と、２階部分がどのぐらい災害対応以外に稼働してるのかと

いうことをちょっとお伺いしたいんです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 宗條総務部長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 委員がおっしゃられたとおり、昨年度は災害関係で三重県のほうに

お越しいただいたということで、それを中心に利用ということになりました。昨年の

予算のほうでも組ませていただいとるんですけれども、いわゆる香草、ハーブを利用

した熊野の魅力づくりという事業を昨年度から展開しておりまして、その事業が昨年

の１２月、ことしに入りまして１月と２月、そういった事業を展開いたしております。

今後もこの事業を展開するとともに、当初予定しておりました定住交流促進に向けた

利用を促進するために、例えば東京都で開かれた定住促進フェアであるとか、そうい

ったところでＰＲをしたりしております。

ただ、なかなかそういった利用のために遠方から来られて利用されるということはな

かなか難しいこともあったりしますので、今後、どのように具体的に定住促進に向け

て活用するかというのは、今後十分に検討してまいりたいと思っております。とりあ

えず、当面は今申しましたような観光コンテンツ創造事業を中心に利用させていただ

いたというところでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 時光民生部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部長（時光） それと定住交流とは直接関係ないかもしれませんけど、２階部分で、

今民生委員さんとか地域の方が中心となられて、ぼうずやまキッズという居場所づく

りをしていただいております。そういった面でも活用していただいて、地域の子供た

ちのために利用しているというのもございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ぼうずやまキッズスペースは非常にいい取り組みだと思いますので、そ

れは重々承知してるんですけれども、私が気になるのは、宿泊設備、つくっていただ

いておりますけれども、ほとんど稼働してないのではないのかなというところを心配

してるんですが、今後の展開に期待したいところなんですが、もっと有効的に使える
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ように、せっかくこども夢プラザと銘打って建てている建物ですので、そういった方

向に活用していただけるのもいいのではないのかなと思うんですが、定住促進という

ことで建てておられるということなんですが、その辺をもう少し、立派な設備ですの

で、宿泊設備が本当に利用されるような方向で考えていただきたいなと思いますので、

よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） では、続いて、国民健康保険事業特別会計について、質疑はありませ

んか。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） それでは、続いて後期高齢者医療特別会計についての質疑はありませ

んか。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） ありませんね。

じゃあ、続いて介護保険特別会計についての質疑はありませんか。沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ２０２ページの介護保険料２０４万４,２１１円の不納欠損が出ており

ますけれども、介護保険料は年金から一応天引きということにはなっておりますけれ

ども、そうではない方の不納欠損なのか。また、支払うお気持ちがない方なのか、い

ろいろあると思うんですけれども、そのあたりのちょっと説明をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 今回の２０４万４,２１１円の不納欠損額でございますけれ

ども、これほぼ普通徴収の方の５０名の方の不納欠損ということになります。普通徴

収の方というのは、無年金である方、それから６５歳に到達したばかりの方、それか

ら年金額が１８万未満の方、それからほぼ多いのが年金を担保にしていらっしゃる方

というのがおられまして、この不納欠損につきましては介護保険法にのっとりまして

２年という時効が定められておりますので、欠損を行っております。
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以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 介護保険料を支払われていらっしゃらない方が介護認定を受けて介護サ

ービスを使うといった場合には、どのような、ちゃんときちんと介護保険料を払って

いらっしゃる方との差があるのかないのかということ、その辺をちょっとお聞かせく

ださい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 保険料の未納者につきましては、欠損とかいたしましたり未

納期間がありましたら、それぞれに従ってペナルティーというものがございます。１

年以上のサービス、ごめんなさい、納めていない期間に従って、１年以上になります

とまずサービスを使うようになったら全額を一旦全部払っていただいて、それから後、

申請によってお返しをしていくとか、１年６カ月を過ぎますと全額自己負担しますけ

れども、滞納保険料に充てられるとか、それから欠損等がございますと負担割合が１

割、２割の方が３割負担していただく。３割の方は４割負担していただくというふう

に厳しい措置がございますので、そういうふうに実際に現在制限がかかっていらっし

ゃる方が年に二、三名程度はおられます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） よろしいですか。

ほかに介護保険特別会計について御質問は。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） ないようでしたら、次の総括質疑のほうに入りたいと思います。執行

部の入れかえがありますので、しばらくお待ちください。

（執行部入れかえ）

○委員長（山野） それでは、続いて建設部門についての質疑を行います。

まず、一般会計についての質疑はありませんか。光本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 先ほど民生部でもお聞きしたんですが、去年の豪雨災害の土砂の件です

が、町民グラウンドにまだ山のように積まれています。１０月末で搬出をするという

ように伺ってるんですが、その状況についてお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 林技術担当部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術担当部長（林） 町民グラウンドの土砂でございますけども、もう既に土砂

の撤去、それから岩の撤去につきましては発注しております。残りの土砂でございま

すけれども、土砂と流木、これにつきましても次の入札で発注するようにしておりま

す。

今のところ業者のほうからもおくれるというふうなことは聞いておりませんけれども、

ちょっとダンプの調達状況というのが今後不透明でございます。それで、そしたら多

少おくれるということも懸念しておりますけれども、今のところは順調というふうに

聞いております。もしおくれたとしましても、来年度のグラウンドの使用、それまで

の土砂の撤去工事、撤去というか、土の置きかえ、整地の工事につきましては影響な

いものと考えておりますので、特にそれがおくれるということはないと思っておりま

す。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 今答弁にありましたが、来年４月からはあそこを使えるようになるとい

うふうに期待されておる住民が非常におられます。今の状況を見れば、もう木が生え

てるような状況で、本当に大丈夫かなというような住民の心配な声がありますので、

くれぐれもよろしくお願いいたします。

それと、土砂の中に、これ土砂以外、ごみとか流木という説明がありましたけど、そ

ういったものもまざってるというところがあるんですが、その辺はやはり搬出の進捗

状況には特に影響ありませんか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員長（山野） 林技術担当部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術担当部長（林） それも今考慮して発注しておりますので、特に、その点に

関しましては影響ないと思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） よろしいですか。ほかにはありませんか。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） なければ、続いて公共下水道事業特別会計について、質疑はありませ

んか。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） 続いて、上水道事業会計についての質疑はありませんか。ありません

か。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） ないようでしたら、次の総括質疑について執行部の入れかえがありま

すので、しばらくお待ちください。

（執行部入れかえ）

○委員長（山野） 続いて、教育部門について質疑を行います。質疑はありませんか。沖

田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １１６ページ、小学校費、工事請負費不用額が６,７６０万２,９０１円。

続いて、１２０ページ、中学校費の工事請負費不用額が２,６３５万８,３８４円。か

なり大きい不用額なんですが、これについての説明をお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） まず、１１６ページ、小学校費のほうなんですけれども、工事請

負費６,７６０万の不用額、これの内訳でございますけれども、大きなものといたしま

して、第一小学校の大規模改造事業、これ２９年から３０年への繰り越し事業でござ

います。予算額が１億１,０００万に対しまして入札価格が８,２９４万４,０００円と



－44－

いうことで、不用額のほうが２,５５８万８,０００円ほど出ております。それと、次

に空調設備の設置工事でございます。これことしの２月に入札を執行したものです。

予算額が２億３,２００万に対しまして入札価格が１億４,６３４万円ということで、

不用額のほうが４,１７５万８,０００円を出しております。あわせて６,６００万円ほ

どこの二つの大きな事業で不用額のほうを出しております。

第一小学校の大規模改造事業につきましては繰り越し事業のために補正予算を組むこ

とができなかった。それと空調設備なんですけれども、これは２月入札で今年度に繰

り越して事業をしとるわけなんですけれども、これも補正予算に間に合わなかったと

いうことで、不用額として上げさせていただいております。

１２０ページの工事請負費２,６３５万８,３８４円でございます。これの内訳といた

しましては、東中学校の大規模改造事業、これも平成２９年度から平成３０年度に繰

り越して執行したものです。予算額２億２,４９８万４,０００円に対しまして入札価

格が２億１,８１６万円ということで、不用額のほう６７９万３,２００円出しており

ます。続いて、空調設備工事がございます。これにつきましても予算額１億１,９００

万円に対しまして入札価格が７,６６８万円ということで、不用額のほうを出しており

ます。こちらのほうの不用額が１,９３１万６,０００円と、あわせまして２,６００万

ほどの不用額ということとなっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 済みません、補正で落とせなかったから不用額が出たということではな

くて、なぜこういう不用額が出てるのかという原因をお聞きしたいんです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 空調設備設置工事につきましては、設計額２億１,４００万円に

対しまして入札価格が１億４,６００万ということで、かなり入札率のほうが安く入っ

ております。企業努力で入札価格、工事執行額が減ったものというふうに考えており

ます。
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以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 企業努力ということなので信じるしかないんですけれども、やっぱり不

用額、かなり大きな金額ですので、なるべく出ないようにしっかり見積もりをしてい

ただければなと思います。何度も何度も議会で出ておりますけれども、何か一向に改

善されない気がしますので、この辺に関してはやっぱり本気で取り組んでいただきた

いですし、議会でもありましたように、来年度は臨時職員に対しての期末手当を支給

するということで、その財源も確保しなければなりません。それに関しては町持ち出

しということですので、しっかり住民サービスを削らずに、無駄を省くというやり方

で捻出していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ほかに質疑はありませんか。水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 今回、初めてこういうことをやらせてもらって、ちょっと大変だなとい

う思いがあったんですが、これもきのう、きょうと一応聞かせてもらったことなんで

すが、ちょっとまだ理解がちょっと僕できんので、また聞かせもらおうと思うんです

が。

附属資料の１９ページの学校教育課のところで、小学校と中学校でブロック塀の改修

工事のことが、ここには出てないんですが、空調設備事業等のところで、空調整備に

きのうの説明でブロック塀も入ってるということを言われてましたので、このブロッ

ク塀のことをちょっと調べさせてもらったんですが、これ測量と設計がありまして、

中学校のほうの測量が８万６,０００円、設計のほうが８万６,０００円、小学校のほ

うが第一小学校と第三小学校、二つで測量が４０万円、設計が４０万円なんですよね。

これ金額聞いて４０万円と４０万円、８万６,０００円と８万６,０００円って、そん

なにきれいに分かれるものなのかなと思いまして、これ逆に４０万２,０００円のとこ

ろを、まあいいわ、４０万にしますわっていうような感覚の４０万円なのか。ただど

んぶり勘定の４０万円なのかという、この金額がちょっと僕はどうも納得いうか、測

量も４０万円、設計も４０万円っていう、その設定方法。それで領収なんかを見させ
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てもらってもちゃんと４０万円、４０万円で落ちてるんですよ。それがちょっと僕と

しては。

僕は普通の一般市民というか、そういう感覚だった場合には、測量４０万円ですよ、

設計４０万円ですよって言うたら、ちゃんと計算してるのというふうな感じにはなる

と思うんですよ。そこをどういうふうに思われてサインなりしたのかなと思いまして、

済みません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） ブロック塀改修の測量設計業務でございます。小学校、中学校そ

れぞれで予算組みをしておりましたもので、全体でその測量、設計という、全体額で

うちのほうは、町のほうは考えておりましたが、予算が分かれておりますもので、分

けて請求をしていただくように事業所のほうにお願いをしておりました。そうしたと

ころ、全体枠はうちの積算の範囲内でありましたが、分けてこられたのが半分ずつと

いうような結果になっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） それで納得してサインしたということなんですよね。

それで範囲内におさまっているんで問題はなかったんだと思うんですが、次からはこ

ういうところに、ほんまに４０万なら４０万でよかったんかなとか、これ以上下げる

ことはできなかったんかなという、こういう値段の基準というか、こういうどんぶり

勘定みたいな感覚の金額のときにはもうちょっと考えてやってもらいたいと思います

ので、よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） ほかに質疑はありませんか。光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 決算書の５４ページ、下から２番目、２９番の学校給食保護者負担金、

いわゆる給食費の中で、滞納繰越分の最終的な年度末の滞納額の内容というか、内訳



－47－

的なものと、滞納者対策についてお聞きします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 学校給食の保護者負担金でございます。備考欄にありますとおり、

現年分と滞納分という二本立てでございまして、その合計額がこちらのほうに掲載を

されております。

現年分におきましては、その内訳でございますけれども、現年分が９世帯、２６件の

滞納が発生しております。滞納分につきましては３世帯、１１件の滞納分の金額がご

ざいます。

あと徴収の方法、流れということでございますけれども、まず口座引き落としの依頼

をそれぞれ保護者のほうから出していただいております。毎月月末に引き落とすよう

にしております。それで引き落とされなかったものにつきまして、翌月１０日までに

納付書を発送するようにしております。それで入らなかった場合、２０日をめどに督

促状のほうを発送しております。それで督促状を発送した後にも未納が続くというよ

うなことでありましたら、続いて催告書のほう、催告書と納付書ですね、これを大体

学期末、７月、１２月、３月ということで送らせてもらっております。それと、あと

３カ月以上の給食費の滞納ということになりますと給食の停止ということになります

ので、それぞれ該当しそうな方に対しては、電話催告等を行ったり、学校で行われま

す懇談会の場に同席させていただきまして、時間を設けていただき、直接保護者の方

に面接をして納付交渉を行っている、そのような流れで事務を進めております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。

滞納者対策、就労については教育委員会のほうで、学校ではなく教育委員会のほうで

行っておるというふうに聞いております。いわゆる低所得世帯については、給食費も

就学援助の対象になるということで聞いておりますので、いわゆる実際に給食費が払

えない方ではないというものだと思いますので、特に給食のほうはいわゆる選択制で、
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保護者の弁当にするか、給食にするかという選択制ですので、この辺は公平性を保つ

ためにやっぱり厳正な対応をしていただきたいというふうに思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 済みません、ＩＣＴの整備事業についてなんですけれども、来年度から

新学習指導要領ということでプログラミング教育が始まるんですけれども、タブレッ

トや電子黒板を整備していただいていることは大変ありがたいんですが、現場の教員

からは、インターネット環境をきちんと整備していただかないと、幾らタブレットを

いただいてもなかなか使い勝手が悪いというような声もございますし、来年度からの

新しい教科書にはＱＲコードをタブレットで読み取るというようなことも授業の中に

入ってまいります。その点、ＬＡＮ配線についてはどのようになっているのかという

のをお伺いしたいんですけれども。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 元永教育指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（元永） 失礼します。ＬＡＮ配線については、夏休みの間にも研修を行い

まして、先生方に説明したところですが、これまでですと職員室やパソコン教室、限

られた教室でのパソコンの使用となっておりましたが、現在では普通教室、普通学級

でもそれが使えるような形に移行しております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） なければ、全ての審査が終了いたしました。

執行部の皆様には大変ありがとうございます。御退席ください。審査が終わりました。

（執行部退席）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） 障害者の件。
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○民生部長（時光） 先ほど沖田委員の御質問にあった障害の件なんですけれども、権限

移譲が２２年度からみたいです。ですから９年前ということで。済みませんでした。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） １０年近く。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） よろしいですか。これより委員会審査のまとめとして報告書を作成し

ます。報告書作成に当たり、特に御意見がありますでしょうか。

（「なし」の声あり）

○委員長（山野） 特に意見がないようですので、認定第１号、平成３０年度熊野町各会

計歳入歳出決算認定については、原案どおり認定することとする報告書を作成したい

と思いますが、皆様、よろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

○委員長（山野） それでは、そのように報告書を作成いたします。

続いて、認定第２号、平成３０年度熊野町上水道事業会計決算認定については、原案

どおり認定することとする報告書を作成したいと思いますが、皆様、よろしいでしょ

うか。

（「異議なし」の声あり）

○委員長（山野） それでは、これより報告書を作成いたします。

暫時休憩いたします。

休憩 １４時２８分

再開 １４時３０分

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員長（山野） それでは、休憩前に引き続き、委員会を再開します。

報告書ができましたので、朗読いたします。

令和元年９月１２日

熊野町議会議長 大瀬戸宏樹様

決算特別委員会委員長 山野千佳子

平成３０年度熊野町決算特別委員会審査報告書（案）

本委員会は、令和元年９月１１日の令和元年第６回熊野町議会定例会において付託さ

れた次の件について、慎重に審査した結果、原案のとおり認定すべきものと決定した
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ので、会議規則第７７条の規定により報告します。

認定第１号 平成３０年度熊野町各会計歳入歳出決算認定について

認定第２号 平成３０年度熊野町上水道事業会計決算認定について

以上。

お諮りいたします。ただいまの報告書を本会議に報告することに御異議ありませんで

しょうか。

（「異議なし」の声あり）

○委員長（山野） 異議なしと認めます。よって、ただいまの報告書を本会議に報告する

ことに決定いたしました。

皆様、御協力ありがとうございました。

（閉会 １４時３１分）
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上記の記録の内容が正確であることを証するため署名する。

決算特別委員会委員長

副委員長


